メーカー製バランの性能検証
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　以前「同軸バランに関する一考察」として、同軸バランの不平衡－平衡変換特性がそれほど良くないという結論の報告をいたしました。

　今回は、「それじゃメーカー製バランはどうなの？」との疑問から、ナガラ、CDという日本を代表するHFアンテナメーカーの製品を俎上に載せてみました。

１．テストしたバラン

　テストに供したバランは以下に示すとおりです。

　１）ナガラ製　BL-4K

　２）CD製　CB-2F（旧型）

２．テスト環境

　１）SWR測定

図２－１に示すように、２５Ωの無誘導抵抗を２本直列接続したものをアンテナ側（負荷）としてバランを接続し、ネットワークアナライザでSWRを測定しました。
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図２－１　ＳＷＲテスト回路

　２）電圧測定

バランの不平衡－平衡変換特性を調査するために、SWR測定と同様に２５Ωの無誘導抵抗を２本直列接続したものをアンテナ側（負荷）としてバランを接続し、信号発生器から１０mＷの信号を入れて、２５Ω無誘導抵抗にかかる電圧をオシロスコープで計測しました。（図２－２参照）


図２－１　電圧測定回路

３．テスト結果

　１）ナガラ製BL-4Kバラン

　　　（１）SWRの測定結果

　　　　　　図３－１に示すとおり、ほぼＳＷＲ＝１．０であり優秀です。


図３－１　SWR測定結果

　　　（２）電圧の測定結果

図３－２が周波数１．８５MHｚ、図３－３が周波数１４．２０MHｚ、図３－４が周波数２８．５０MHzでの電圧測定結果です。

理想的には、２つの波形が１８０度位相の反転しかつ同振幅になっているのが望ましいのですが、周波数が高くなるにしたがってバランスが若干崩れているのが解かります。


図３－２　電圧測定結果（f:1.85MHz）


図３－３　電圧測定結果（f:14.20MHz）


図３－４　電圧測定結果（f:28.50MHz）

　２）CD製バラン　CB-2F(旧型)

　　　（１）SWRの測定結果

　　　　　　図３－５に示すとおり、ほぼＳＷＲ＝１．０であり優秀です。


図３－５　SWR測定結果

　　　（２）電圧の測定結果

図３－６が周波数１．８５MHｚ、図３－７が周波数１４．２０MHｚ、図３－８が周波数２８．５０MHzでの電圧測定結果です。

１４ＭＨｚ以上は問題が有りそうです。振幅のアンバランスと共に両方がゼロ電位で交差していないのは、位相角が１８０度ではなく、ちょうど飛行機の翼を真正面から見ているように水平に対向していないのでしょう。


図３－６　電圧測定結果（f:1.85MHz）


図３－７　電圧測定結果（f:14.20MHz）


図３－８　電圧測定結果（f:28.50MHz）

４．まとめ

　今回初めてメーカー製バランの特性検証を実施してみました。まだデータが２つと少ないので断定は出来ませんが、メーカー製バランも同軸バラン同様、平衡－不平衡変換特性に問題がある可能性が出てきました（特に１４ＭＨz以上の高い周波数で顕著です）。バランのもう一つの大切な特性である挿入損失が測定出来なかったのは残念でした。０．１dBオーダーの測定は精度に問題がありそうで、10個同じバランが手元にあればそれをカスケードにして測定、１／10が真値でしょう。検証結果をより強固なものにするためには、更に多くのバランを同様に検証して、データ数を増やす必要があります。
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